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前ま
え
郷ご
う
遺
跡　

江
南
区
駒
込
一
丁
目
・
駒
込

　

前
郷
遺
跡
は
、駒こ

ま

込ご
み

集
落
の
西
側
、砂す

な

崩く
ず
れ集

落
と
の
間
に
位
置
し
て
お
り
、

亀
田
砂
丘
の
南
側
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
。
石せ

き

鏃ぞ
く

や
須す

恵え

器き

・
土は

師じ

器き

な
ど

が
出
土
す
る
こ
と
は
、
明
治
時
代
中
ご
ろ
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三

十
四
（
一
九
五
九
）
年
か
ら
の
砂
取
り
作
業
で
、
高
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
の
砂

丘
が
崩
さ
れ
た
際
に
、
縄
文
時
代
中
期
〜
晩
期
の
土
器
、
弥
生
時
代
中
期
の

図166　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

土
器
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
須
恵
器
や
土
師
器
の
ほ
か
、
管
玉
の
未
完
成
品
な
ど
玉
造

り
に
関
わ
る
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
砂
丘
削
平
後
の
現
在
の
標
高
は
、
約
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

弥
生
時
代
中
期
に
つ
い
て
記
す
。

　

弥
生
時
代
中
期
の
土
器
に
は
、
北
陸
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
櫛く

し

描が
き

文も
ん

系
の
土
器
の
ほ
か
、
長
野
県
や
東
北

地
方
南
部
の
も
の
と
類
似
し
た
土
器
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
櫛
の
よ
う
な
工
具
で
、
縦
横
の
模
様
を
付
け
た

東
海
地
方
の
特
徴
を
持
つ
土
器
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
長
野
県
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

玉
造
り
に
関
す
る
遺
物
で
は
、
管
玉
の
材
料
と
な
る
石
を
擦
り
割
る
と
き
に
使
う
擦
切
石
器
や
、
管
玉
の
未

完
成
品
が
発
見
さ
れ
た
。
未
完
成
品
は
す
べ
て
、
鮮
や
か
な
青
緑
色
を
し
た
凝ぎ

ょ
う灰か
い岩が
ん製

で
あ
っ
た
。
こ
の
遺
跡

の
人
々
は
、管
玉
の
石
材
と
な
る
色
鮮
や
か
な
凝
灰
岩
を
入
手
す
る
交
易
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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図
一
六
七
の
未
完
成
品
は
、
管
玉
の
上
下
両
方
向
か
ら
貫
通
孔こ

う

が
開
け

ら
れ
て
い
る
が
、
最
終
工
程
で
あ
る
表
面
の
磨
き
作
業
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
大
き
さ
は
、
直
径
約
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
約
一
二
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
で
、
他
の
未
完
成
品
か
ら
見
て
、
こ
の
大
き
さ
の
管
玉
だ
け

を
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
図
の
擦
切
石
器
片
は
、
扁へ

ん

平ぺ
い

で
横

に
細
長
い
擦
切
石
器
の
、
両
側
が
欠
け
た
も
の
で
、
図
の
下
側
が
刃
部

で
あ
る
。

　

石
鏃
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
。
な
か
に
は
「
ア
メ
リ
カ
式
石
鏃
」

と
呼
ば
れ
る
、
付
け
根
が
両
側
に
張
り
出
し
た
、
東
北
地
方
南
部
に
特

有
な
形
の
も
の
も
あ
る
。
同
じ
形
の
石
鏃
は
、
六ろ

く

地じ

山や
ま

遺
跡
（
一
〇
六

ペ
ー
ジ
）
や
古ふ

る

津つ

八は
ち

幡ま
ん

山や
ま

遺
跡
（
一
四
ペ
ー
ジ
）
な
ど
で
も
見
つ
か
っ

て
い
る
。

　

弥
生
時
代
中
期
の
前
郷
遺
跡
に
暮
ら
し
て
い
た
人
々
は
、
各
地
の
特

徴
を
も
つ
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
様
々
な
文
化
圏
の

人
た
ち
と
交
流
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
管
玉
は
、

ど
こ
に
供
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

図167　擦切石器片（左）と管玉
の未完成品（右）　酒井和男氏所蔵

図168　石鏃　酒井和男氏・個人
所蔵


